2018年6月
企画セッションのご提案、部会ミーティングについてのお願い
1. 大学ＩＣＴ推進協議会各部会で企画をご検討いただき、企画毎に別紙の提案書を7月2(月)までに年次大会プログラム委員会にメールでお送りください。複数の部会合同での企画も歓迎いたします。お申し込みはとりまとめの部会を決めてお願いします。年次大会の企画セッション枠を調整した上で、開催可否と開催日時の案を7月16日(月)までに連絡差し上げます。また、部会の運営委員会等で部屋の利用希望がある場合には、備考欄に記載ください。
　　　　　　　　　メール送付先：   conf2018-prog@axies.jp

2018年度年次大会では、企画セッションのプログラム確定を一般セッションに先駆けて行います。7月2日〆切時は、1部会1セッションを原則として調整しますので、複数セッションを希望される部会は予めその優先順位を明示してください。複数セッションを希望された部会において、第二優先順位以降のものは、一般セッションの状況を踏まえての調整を行う可能性もありますので、予めご了承ください。部会提案の他、実行委員会提案のセッションも7月2日〆切で募集をします。

2. 開催日についてはできるだけご希望に添えるよう調整いたしますが、時間帯につきましては、プログラム委員会に一任いただきたく存じます。なお、関連性の高い企画が複数提案された場合は、開催日についても調整させていただく可能性がありますので、あらかじめご了承願います。
3. 「見込来場者数」は、部屋の割り当ての際に参考にさせていただきます。特に大きな会場をご希望でない場合は、未記入のままで結構です。
4. 「セッションタイトル」、「内容」、「形態」、「オーガナイザ（所属）」は、仮のものでも構いませんが、広報用ポスター、チラシに掲載する場合があります。プログラムには、原稿の締め切り時に提出いただいたものを掲載します。
5. 企画セッションの講師・パネリストに対して、年次大会のウェブサイトをご覧いただき、年次大会参加、および、発表申込みの手続き（9月3日〆切）を行っていただくよう、ご連絡・ご依頼をよろしくお願いいたします。
6. 原稿のとりまとめは、オーガナイザ単位でお願いします。なお締め切りは原則一般講演と同じ9月3日(月)になります。
7. 本年度は、企画セッションは論文賞の審査対象とは致しません。一般セッションとしてのご投稿をお願いします。
なお、ご参考のため、講師への参加費・旅費の補助制度に関する資料も添付いたしました。部会からの支払いを希望される場合は、発表申込み期限の9月3日までに、届け出をお願いいたします （理事会の決議事項では届け出の期限を年次大会の「1ヶ月前まで」としておりますが、円滑な運営のため、よろしくご協力ください）。

プログラム委員会			
委員長　布施　泉 （北海道大学）	
conf2018-prog@axies.jp		

別紙
AXIES2018企画セッション提案書

	部会名
	研究データマネジメント部会

	優先順位（複数の企画を提案する場合）
	

	共同提案部会等（もしあれば）
	認証連携部会

	セッションタイトル（日）
	日本におけるORCIDの活用と普及の未来


	セッションタイトル（英）
	Future of application and penetration of ORCID in Japan


	セッション内容（日）
	永続的かつ一意的な研修者識別子としてORCIDが世界的に普及しつつある。しかしながら、日本国内においては、「論文を登録する際に求められる何らかのID」としての認知でしかなく、これ以上の利活用の事例はまだ多くみられない。
一方で、日本におけるORCIDへの機関参加は、昨年から本年にかけて増加傾向(現在17団体、内大学6機関)にあり、また水面下では、機関利用参加を検討している大学も数多くあり、日本での普及拡大前夜ともいえる段階である。
ORCIDは、潜在的な利益を秘めた永続的かつパブリックIDとして期待されている。たとえば、今後重要視される、研究データ管理における永続的なIDとしての利用である。すわなち、ORCIDの普及は、これらからの学術情報の基盤としての重要な課題を多数含んでいるといえる。本セッションでは、ORCIDコンソーシアム設立運営委員会のメンバーが、パネルディスカッション形式でORCIDの普及に向けた関連組織の活動状況の報告や、活用と普及に関する議論を行う。

	セッション内容（英）
	ORCID, the persistent and universally unique identification for researchers, is now spreading all over the world. In Japan, however, it is recognized as a mere ID that is required when researchers submit papers, and few applications of ORCID have found yet.
On the other hand, the number of memberships of Japanese institutions has been increasing from 2017 to 2018 (17 institutions currently, including 6 universities), hence we might say that now it is before dawn of expansion of ORCID penetration in Japan.
 ORCID is anticipated as the persistent and public ID with potential benefits. For instance, ORCID is utilized as the persistent ID for research data management that would be regarded as important for academic. In this session, the steering committee of Japan ORCID consortium preparation will report the present situation of establishing the consortium and give an open discussion about application and penetration of ORCID.

	セッション形態
	パネルディスカッション

	企画時間
	１セッション90分です

	希望開催日
（希望がある場合）
	□　11月19日（月）　
□　11月20日（火）　（全体会開催日）
□　11月21日（水）

	見込来場者数
	□ 50名程度（以下）　　□ 100名程度

	オーガナイザ
（所属）
	森 雅生 （東京工業大学 mori@irds.titech.ac.jp）
青木 学聡 （京都大学 aoki.takaaki.6v@kyoto-u.ac.jp）

	提案責任者
（氏名、メール）
	森 雅生 （東京工業大学 mori@irds.titech.ac.jp）
青木 学聡 （京都大学 aoki.takaaki.6v@kyoto-u.ac.jp）

	講師、パネリスト、司会者等
（決まっている場合）
	司会：森 雅生
パネリスト：ORCIDコンソーシアム運営委員会 委員2〜3名


	備　　考
（部会の運営委員会の希望等）
	







 
年次大会の企画セッションにおける講師等の参加費等の取扱いについて
（2013 年 5 月 13 日 理事会決議）
（改正 2015 年 9 月 14 日 理事会決議）

（趣旨）
第１条 この取扱いは，年次大会の企画セッションにおいて講師等を招聘する場合の取扱いについて定めるものとする。

（対象）
第２条  この取扱いにおいて，企画セッションとは，次の各号に掲げるものとする。
（１）部会企画セッション
（２）実行委員会企画セッション
２ この取扱いにおいて，講師等とは，次の各号に掲げるのものとする。
（１）セッションの講師
（２）セッションのパネリスト

（参加費の取扱い）
第３条 次の各号の一に該当する場合は，講師等の参加費を部会又は年次大会実行委員会の費用で支払うことができる。この場合の参加費の額は会員価格とする。ただし，講師等が招聘されたセッション以外のセッション，イベント等に参加しない場合は，参加費は要しない。
（１）本協議会の会員以外の機関に所属する者を講師等として招聘する場合
（２）本協議会の会員組織に所属する者を講師等として招聘する場合で，部会主査又は年次大会実行委員会委員長が特別に認めたとき

（旅費及び謝金の取扱い）
第４条 前条の各号の一に該当し，部会主査又は年次大会実行委員長が特別に認めた場合は，当該講師 等の旅費又は謝金を部会又は年次大会実行委員会の費用で支払うことができる。この場合において，支出する旅費は次の各号のとおりとする。
（１）往復の交通費（近隣の主要駅間の交通費）
（２）企画セッション参加のために必要な最低限の日数の日当
（３）企画セッション参加のために宿泊が必要な場合の最低限の日数の宿泊費

（部会企画セッションの届け出）
第５条 部会企画セッションを企画するに当たり，第３条又は前条の規定により部会の予算で参加費等 を支払うことを希望する場合は，当該部会主査は年次大会の１ケ月前までに，別紙１により実行委員会委員長に届け出るものとする。
２ 第１項の届け出を受けた実行委員会委員長は，届け出のあった参加費等を実行委員会の費用で支払うことが適切であると認めたときは，当該部会主査にその旨を知らせ，実行委員会の費用で支払うものとする。

（実行委員会企画セッションの申請及び許可）
第６条 実行委員会による企画セッションを企画するに当たり，第３条又は第４条の規定により実行委員会の予算で参加費等を支払うことを希望する場合は，当該セッションを企画する実行委員会委員は，年次大会の１ケ月前までに，別紙２により実行委員会委員長に申請しなければならない。
２  前項の申請を受けた実行委員会委員長は，実行委員会の費用での支出の可否を決定し，申請者に通知するものとする。

（経費の負担を要しない場合）
第７条 第３条ただし書きの場合で旅費，謝金ともに支出しないときは，当該セッションを企画する部 会主査又は実行委員会委員は，年次大会の１ケ月前までに別紙３により実行委員会委員長に届け出る ものとする。
（附 則）
この取扱いは，2013 年 5 月 13 日から実施する。
（附 則）
この取扱いは，2015 年 9 月 14 日から施行する。

別紙１
年	月	日


部会企画セッションでの講師等の参加費用等の支出について



年次大会実行委員会委員長  殿


○○○○ 部会主査
○	○	○	○


年次大会における部会企画セッションで以下のとおり講師等に係る経費を部会の費用で支出します ので，届け出ます。

	区	分
	内	容

	セッションの名称
	

	講師等の所属・職名
	

	講師等の氏名
	

	企画セッションの概要 及び講師等の役割
	

	
参加費支出の有無
	
有  ・  無  （いずれかを○で囲んで下さい。）

	旅費の支出の有無 (支出する場合の旅程)
	旅費	（有・ 無）
年	月 日～	月 日	○泊○日

	謝金の支出の有無
（謝金の額）
	謝金	（有・無） 謝金の額	円

	参加登録の状況
	登録済（	年  月 日）
未登録（	年  月 日予定）



別紙２


年	月	日


実行委員企画セッションでの講師等の参加費用等について（申請）




年次大会実行委員会委員長  殿


○○○○年度年次大会実行委員
○	○	○	○


年次大会における実行委員会企画セッションで以下のとおり講師等に係る経費を実行委員会の費用 で支出したいので，よろしくお取り計らい願います。

	区	分
	内	容

	セッションの名称
	

	講師等の所属・職名
	

	講師等の氏名
	

	企画セッションの概要 及び講師等の役割
	

	
参加費支出の有無
	
有  ・  無  （いずれかを○で囲んで下さい。）

	旅費の支出の有無 (支出する場合の旅程 等)
	旅費	（有・ 無）
年	月 日～	月 日	○泊○日 金額		円

	謝金の支出の有無
（謝金の額）
	謝金	（有・無） 謝金の額	円

	参加登録の状況
	登録済（	年  月 日）
未登録（	年  月 日予定）



別紙３
年	月	日


企画セッションでの講師等について



年次大会実行委員会委員長  殿


○○○○年度年次大会実行委員
（又は）○○○○部会主査
○	○	○	○


年次大会における企画セッションで，以下のとおり講師等が参加しますので，届け出ます。 なお，この講師等は他のセッション，イベントには参加しません。

	区	分
	内	容

	セッションの名称
	

	講師等の所属・職名
	

	講師等の氏名
	

	企画セッションの概要 及び講師等の役割
	






[bookmark: _GoBack]ORCID, the persistent and universally unique identification for researchers, is spreading over the world. In Japan, but is recognized as a mere ID and few applications of ORCID have found yet.
On the other hand, the number of memberships of Japanese institutions has been increasing from 2017 to 2018, hence we might say that now it is before dawn of expansion of ORCID penetration in Japan.
 ORCID is anticipated as the PID with potential benefits. For instance, ORCID is utilized as the persistent ID for RDM that would be regarded as important for academic. The steering committee preparing the consortium will report establishing the consortium and give an open discussion about application and penetration of ORCID.
